
　

エコアクション２１

　　環境経営レポート

（2022年11月１日～2023年1月31日）

１．組織の概要 Ｐ.２
２．対象範囲 Ｐ.２
３．環境経営方針 Ｐ.３
４．環境経営目標 Ｐ.４
５．環境経営計画 Ｐ.５
６．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容 Ｐ.５

（実施体制を含む）
７．環境経営目標及び環境経営計画の実績及び環境経営の実績・
　　取組結果とその評価（実績には二酸化炭素排出量を含む）、
　 並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画 Ｐ.７
８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、
　　並びに違反、訴訟などの有無 Ｐ.９
９．代表者による全体の評価と見直し・指示 Ｐ.９

2023年3月15日発行

株式会社MTBee



１．組織の概要
（１）事業所名及び代表者氏名
　　　　株式会社MTBee
　　　　代表取締役　田邉　正義

（２）所在地
　　　　認証・登録範囲：本社　神奈川県横浜市港北区小机町１５３８－２　ユナイト小机１０２

（３）環境管理の責任者氏名及び担当者連絡先
　　　　環境管理の責任者　代表取締役　田邉　正義

　　　　連絡先　電話　　０４５－５９４－８９４１
　　　　ＦＡＸ　０４５－５９４－８９４２
　　　　ｅ-mail　tanabe＠mtbee．co．ｊｐ

（４）事業の概要
　　　　本社：　省エネ設備への更新工事事業・メンテナンス事業

（５）事業規模
売上高：４，８００万円（２０２１年度）　

本　　社
従業員数(人) 3
延床面積(ｍ2) 18

２．対象範囲
（１）認証・登録対象組織
　　　　本社　（所在地は１．（２）に記載）

（２）認証・登録対象活動
　　　　本社で行なう事業活動（電気工事業）

（３）事業活動

LED照明灯更新工事 業務用エアコン修理 ガスコジェネ定期点検 太陽光発電修理



３．環境経営方針

2022年10月11日
株式会社MTBee

代表取締役　田邉　正義

５．　環境に関する法規等を遵守します。

６．　環境経営の活動は、継続的改善を実施します。

７．　全社員に環境教育を行い、環境保全意識の向上に努めます。

３．　節水に努め、水使用量を削減します。

４．　事業の一環として、顧客に対して省エネ診断を行い無償可能な運用改善提案と、省エネ設備に更新することに
　　　よる費用対効果を提案し、省エネを推進します。

１．　電力使用量の削減、車両用燃料使用量の削減により二酸化炭素排出量を低減します。

２．　特に事業上発生する顧客での電子機器不具合品について、廃棄物の分別、リユース（修理によって再利用）を
　　　積極的に実施し、廃棄物の削減に取り組みます。

【環境経営方針】

　　株式会社MTBeeは事業活動の環境負荷を認識し、地域の豊かな自然を次世代に伝えます。
そのために従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、循環型社会の構築と地球温暖化防止の活動に
継続的に取り組みます。



４．環境経営目標

2022年度 2021年11月 2022年11月 2023年度 2024年度 2025年度
（通年） ～22年1月 ～23年1月 （通年） （通年） （通年）

（3ヶ月間） （3ヶ月間）
１．ＣＯ２排出量
　の削減

　①電力使用
　　量の削減

　②車燃料使
　　用量の削減

２．廃棄物排
　　出量の削減

①事務所から

排出される

一般廃棄物

②顧客から

排出される

産業廃棄物

・Reuse(修理）

・Recycle(分別）

３．水使用量の
削減

４．省エネ診断

＊二酸化炭素排出係数:0.478kg-CO2/kWh（調整後排出係数；株式会社グランデータ）

維持管理 維持管理 維持管理 維持管理

5件1件0件 3件 4件

基準（実績） 中期目標

環境経営目標

2023年度目標

6,069 1,516
kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2kg-CO2

2%削減
5,9241,480

2%削減

kg-CO2

4%削減
5,841

5%削減
5,779

kg-CO2
5%削減 5%削減 9%削減 10削減

(684kg-CO2)
 1,592kWh  392kWh 373kWh 1,512kWh 1,449kWh 1,432kWh

(1,329kg-CO2)

 (761kg-CO2)  (187kg-CO2) (178kg-CO2) (723kg-CO2) (693kg-CO2)
2%削減
2,242L

(5,201kg-CO2)

 3%削減
2,219L

(5,148kg-CO2)

4%削減
2,196L

(5,095kg-CO2)

2%削減
561L

(1,302kg-CO2)

１２㎥以下 １２㎥以下

10% 12%

１２㎥以下

2件

12㎥ 3㎥ 3㎥以下

2,288L
(5,308kg-CO2)

573L

14%
0% 0% 30% 50% 60%

2%削減 2%削減 3%削減 4%削減7.08 1.77
kg kg

80%
0% 0% 5%



５．環境経営計画　６．環境経営計画に基づき実施した取組内容（実施体制を含む）

環境経営計画 環境経営計画に基づき実施した取組内容

１．ＣＯ２排出量の削減

①電力使用量の削減
　・事務所　温湿度計の設置 ・床上　約180cmあたりに温湿度計を設置
　・エアコンの温度管理 ・夏季：２８℃、冬季：２０℃を目途とした
　・夏場扇風機で風循環 ・扇風機夏場設置予定
　・ブラインド ・エアコン使用時、ブラインドを閉めた
　・ロフト部にカーテン設置 ・事務所体積を狭くしエアコンの効率化を図った
　・照明がLEDシーリングライトのみ点灯 ・他LEDダウンライト常時消灯した
　・複合コピー機は省エネモードに設定 ・使用後、省エネモードとなる設定とした
　・パソコンスリーブ設定 ・パソコンスリープ設定を５分とした
　・ルームエアコンのフィルタ清掃　年２回 ・２０２２年１１月実施
　・ルームエアコンの熱交換器清掃　年２回 ・２０２２年１１月実施
②車燃料使用量の削減
　・車輌点検整備の徹底 　 ・車両日常点検チェックシートに基き毎日点検した
　・エコドライブの徹底 ・車両をエコモードとし、オートアイドリング設定
　･営業活動時の公共交通機関利用の徹底 ・社有車を利用せず、公共交通機関を利用した
　・同日、都県訪問のスケジュール工夫 ・同都県先は、同訪問日とするよう調整した
２．廃棄物排出量の削減
　【事務所から発生する一般廃棄物】
　・一般廃棄物分別の徹底 ・分別手順の整備による混廃排出量の削減
　【顧客から発生する産業廃棄物】
　・修理可能なものは電気的修理 ・修理可能なものを分別し、修理後正常品復帰
　・修理不可能なものは分解し分別処理 ・廃プラ、鉄くず、混載廃棄物に分別した
３．水使用量の削減
　・現在の最低水使用量を維持する（１㎥／月） ・月使用量　１㎥／月を維持した
４．省エネ診断の推進
　・事業の一環として顧客に対し、省エネ診断を提案 ・２件の省エネ診断実施

※　詳細は別紙、”2023年度環境活動計画・実施状況計画”にて　（別添）



実施体制（役割・責任・権限を含む）

 

代表者 １．環境管理の責任者の任命
２．経営における課題とチャンスの明確化
３．環境経営方針の制定
４．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
５．環境経営システムの定期的見直し・指示
６．社内情報の外部公開可否決定

環境管理の責任者１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．代表者への環境経営システムの実施状況報告
３．ＥＡ２１事務局の責任者として事務局運営
４．従業員それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規などの取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・保管

EA21事務局 １．環境管理の責任者の補佐
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
４．環境経営活動の実績集計
５．環境関連法規などの取りまとめ表に基づく遵守確認・評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成
７．環境経営システムの実施、環境経営方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施
８．環境活動計画の実施及び達成状況の報告
９．特定された項目の手順書作成及び運用管理
１０．緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、
　　記録の作成
１１．問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員 １．環境経営方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

各自の役割、責任及び権限

代表者
田邉 正義

環境管理の責任者

ＥＡ２１事務局
田邉 愛美

従業員
田邉 隼人



７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価（実績には二酸化炭素排出量を含む）、並びに
次年度の環境経営目標及び環境経営計画

環境経営計画 取組結果とその評価（22年11月～23年1月）
環境経営目標 環境経営計画の 取組 取組結果の評価

実績 結果
１．ＣＯ２排出量の削減 2％削減 6％削減 ・電力、車燃料とも削減目標を達成した

（1,480kg-CO2） （1,426kg-CO2）

①電力使用量の削減 5%削減 23%削減 ・ｴｱｺﾝ暖房２０℃設定の効果があった

373kWh 303kWh
(178kg-CO2) (145kg-CO2)

②車燃料使用量の削減 2%削減 4%削減 ・目標は達成できたが、

561L 552L 　顧客訪問先住所、仕事量に比例する

(1,302kg-CO2) 1,281kg-CO2) 　ため単に対前年比では評価にならず
　別途評価表を作成した

２．廃棄物排出量の削減 ・目標は達成できたが、
（事務所の一般廃棄物）２％削減 １１％削減 　修理可能人員に限りがあるため

1.73kg 1.56kg 　今後社内教育の必要がある

（顧客の産業廃棄物）
・修理 ５%修理 1７%修理
・分別 30%分別 100%修理

３．水使用量の削減 ・最小使用量を維持できた

3m3 3m3

４．省エネ診断件数 ・売上に直接結びつくので、
１件 2件 　目標値に捉われず件数を増やして

　いく

○：目標達成、×：目標未達

〇

○

○

〇

〇

○



次年度の環境経営計画 次年度の環境経営目標

１．ＣＯ２排出量の削減 4%削減

kg-CO2
①電力使用量の削減
　・特に冷暖時の温度設定 9%削減
　　管理の徹底 1,449kWh

693kg-CO2)

②車燃料使用量の削減
　・訪問先スケジュールの 3%削減
　　工夫強化 2,219L

(5,148kg-CO2)

２．廃棄物排出量の削減
　・事務所の一般廃棄物 3%削減

1.72kg

　・顧客の産業廃棄物 （顧客の産業廃棄物）
・修理 12%
・分別 60%

３．水使用量の削減
　・節水意識の維持に １２㎥以下
　　努める 維持管理

４．省エネ診断件数
　・訪問営業の強化と 4件
　　診断技術の社内境域

5,841



８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

適用される主な環境関連法規などは次のとおりである。
適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、混載廃棄物）
PCリサイクル法 パソコン、モニタ
循環型社会形成推進基本法 不具合品電子機器の修理（Reuse）、不具合品電子機器廃棄の分別(Recycle）
フロン排出抑制法 顧客、業務用エアコン

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり
ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去2年間ありません。

９．代表者による全体評価と見直し・指示

（１）全体評価
エコアクション２１を構築し、３ヶ月の運用期間を経て目標の達成状況、計画の実施状況及び
法規等の遵守状況を見る限り、車燃料費の削減は十分とは言えないものの主要な環境活動は概ね実施できた。
従って環境経営方針は変更しないが、活動テーマによっては改善の余地が残されおり、今後
社員が一丸となってシステムの充実と改善に取り組みます。

（２）見直し・指示
　（２）－１．環境経営方針

今回策定し、活動を開始した環境経営活動の方針は、現在のままの形で変更しないこととする。
　（２）－２．環境経営目標、環境経営計画

①二酸化炭素の排出では、電力使用量の削減は大幅に目標を達成したが、ガソリン使用量の
削減は目標は達成できたが、十分とは言えない。
ガソリン使用量は、訪問先の距離数、仕事量に比例するため対前年比では評価にならなかった。
そのため、別紙”ガソリン削減量　成果表”を作成し、実測の走行距離数から評価した。
また、今後車両入れ替え時期がきたら、ハイブリッド車両への変更を検討する。

②従来、顧客から発生する産業廃棄物（電子機器）はそのまま運搬・処理を依頼していた。
本EA21をきっかけに、修理可能な電子機器は正常品に復帰させ再利用化を図った。
また、修理不可能品は、廃プラ・鉄くず・混載廃棄物に分別し、その後の処理を依頼する予定である。
但し、社内工数がかなりかかるので、作業方法の見直しが必要である。

③水使用は、トイレや手洗いのような生活用水の使用に限られているので現状より削減する
ことは実際上難しいが、節水意識を忘れないようにして使用量が増加しないように努める。

④システム構築に際し、該当法規など等の調査検討に注力した結果、適用事項が明確になり、
取り組むべき対象が具体的に把握できるようになった。とりわけ緊急事態につながる可能
性の高い水銀灯等の破損（廃棄物処理法）については、社員全員に有事対処できるよう
想定訓練を実施した。

　（２）－３．実施体制
従来から業務執行のための構築されている組織体制を基本的に変更することなしに設けた
ＥＡ２１推進のための現行の体制を変更することなく維持する。


